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平
成
31
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算

３月定例会
（3/7～15…9 日間）

[本会議]
7日・8日　一般質問
13日　　　議案審議

［予算審査特別委員会］
11日・12日   質疑
13日　　　　討論・採決

３
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

村
の
予
算
を
ど
う
考
え
る
!?

財政調整基金残高推移

14億

12億

10億

8億

6億

4億

2億

0
（円）

16億

27年度末 28年度末 29年度末 30年度末
3月補正ベース

31年度末
推計

14億
3846
万円

16億
3382
万円

13億
3650
万円

8億
2695
万円

1億
8094
万円

1億
8094
万円

　

平
成
３１
年
３
月
定
例
会
に
お

い
て
平
成
３１
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
予
算
が
可
決
成
立

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
平
成
２９

年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
発
生
か

ら
３
年
目
と
な
り
、
災
害
復
旧

工
事
の
進
捗
も
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

　

復
旧
工
事
等
は
、国
・
県
か
ら

の
補
助
が
あ
る
一
方
で
、
人
件

費
や
復
旧
工
事
に
か
か
る
コ
ン

サ
ル
委
託（
技
術
委
託
）に
費
用

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
上
の
グ

ラ
フ
の
財
政
調
整
基
金
の
推
移

を
見
て
い
た
だ
く
と
、
２８
年
度

末
に
１６
億
あ
っ
た
基
金
が
３１
年

度
末
に
は
１
割
ほ
ど
に
減
少
し

ま
す
。
議
会
で
も
こ
の
状
況
に

注
視
し
、
国
・
県
へ
村
と
と
も
に

特
別
交
付
税
措
置
等
の
要
望
書

の
提
出
や
要
請
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

財政調整基金って何？

　財政調整基金とは、年度によって生じる財源の不均衡

を調整するために、財源に余裕がある年度に積み立てて

おくもので、地方自治体の貯金のことです。

　本来、地方自治体は、経済不況等による大幅な税収減

によって収入が不足したり、災害の発生による多額の経

費の支出が必要になるなどの不測の事態に備え、財政調

整基金を積み立てておく必要があります。

村税
1億4580万円

その他
2億1333万円

自主財源
24.0%

依存財源
76.0%

村債
6億8042万円

県支出金
4億6412万円

国庫支出金
12億2506万円

繰越金繰入金など
11億3055万円

地方交付税
14億1778万円

収入
[歳入]

(千円以下を切り捨て)

議会費
4735万円

その他
3582万円公債費

2億5659万円

災害復旧費
18億4273万円

総務費
11億2177万円

民生費
4億8388万円

保健衛生費
1億9759万円

商工費
1億3191万円土木費

5億6743万円
消防費
1億9314万円

教育費
1億1088万円

農林水産費
2億8792万円

支出
[歳出]

一般会計予算 52億7706万円(0.1%増)

特別会計予算

国民健康保険
３億１９９１万円

（２．７％減）

後期高齢者医療
４１２１万円
（１．５％減）

き
び
し
い

資
金
繰
り

※31年度末推計については、平成30年度決算確定により繰越金が発生するので、
　増えることを予想しています。

簡易水道
１億１５５２万円 （３７．１％減）

災害関連予算
５６００万円 48.5％ その他

5952万円 51.5％

■ 災害関連予算支出割合

災害関連予算
22億6933万円 43.0％ その他

30億773万円 57.0％

■ 災害関連予算支出割合



髙倉議員

 昨年２度もゲストハウス建設入

札不調がありながら再度3700万

円の一般財源を投入するのが本

当にいいのか。財政調整基金が

少なくなっている中、やってみ

ないとわからない事業にかける

予算は認められません。

黒川議員

 現在災害復旧が進んでいる中、

これをストップするわけにはい

きません。１日も早い復旧のた

めにも必要であります。

討論

小石原焼のデザイン開発や販売ル
ートの開拓などを行う地域商社
を設立。

小石原焼のデザイン開発や販売ル
ートの開拓などを行う地域商社
を設立。

トーキコーディ
ネーター事業
トーキコーディ
ネーター事業

5000万円

反 

対

賛 

成

　議会では、本事業の目標達成のために

は組合員全員の意思統一が必要ではない

か等の意見が出されました。まだ十分に

検討する必要があるため、執行する時は

議会と協議し、合意の上行うように求め

ています。

検討の余地あり
！

平成31年度一般会計予算

ライスセンター1名、農家レストラン1名、
東峰テレビ2名、広報1名、伝統産業
会館1名、ゲストハウス1名、ふるさ
と納税1名、保育所1名が活

動予定。

ライスセンター1名、農家レストラン1名、
東峰テレビ2名、広報1名、伝統産業
会館1名、ゲストハウス1名、ふるさ
と納税1名、保育所1名が活

動予定。

地域おこし
協力隊

地域おこし
協力隊

3900万円

今年の注目事業

3カ年計画の最終年度。農産加工施
設整備、岩屋キャンプ場コテー
ジ改修等を実施予定。

3カ年計画の最終年度。農産加工施
設整備、岩屋キャンプ場コテー
ジ改修等を実施予定。

棚田景観保全
プロジェクト事業
棚田景観保全

プロジェクト事業

8996万円

えびす川の拡幅及び河床掘削等の
改修工事を行なうもの。

えびす川の拡幅及び河床掘削等の
改修工事を行なうもの。

えびす川河道
改修事業

えびす川河道
改修事業

3428万円

３月定例会トピックス
一般・特別会計予算審議 議会がチェック！

地域おこし協力隊の活動を
もっとフォローすべきでは？
議員　協力隊の人数が増えて活動の把握やフォ
ローが難しくなってきているのではないか。今後
協力隊を卒業するＯＢ隊員を指導役等にすべき
ではないか。
担当課　これ以上増えると手が足りなくなる。今
後はＯＢ等の利用を考えていく。

棚田景観保全プロジェクトは
どうなるの？
議員　ゲストハウスの建設事業は中断している
が、どのように設計変更されたか。
担当課　設計が過剰であったのではないかとい
うことで、２階を使用しないことや食事提供施設
も外す等の見直しを行った。１、２割上がっている
工事費に合わせ、仕様を落とさないように設計し
ている状況。
議員　農産加工品開発委託費５００万円につい
て、つづみの里加工場など村内既存施設やグルー
プ等を活用しないのか。
担当課　竹地区の皆さんが作ったお土産を販売
することを考えている。

村民センター改修は
女性や弱者へ配慮した設計を！
議員　災害時は水の運搬が大変だったが、水量
の少ないトイレの設置等は検討されているか。
担当課　トイレの洋式化について便器の選定等
まで行っていないが、導入を検討する。
議員　大規模災害の時には避難所は、性犯罪も
起きやすい。トイレや厨房等の改修には女性の意
見を反映できないか。
担当課　せっかくの機会なので、ご意見を伺いな
がら行いたい。

観光資源として
九州自然歩道の整備を！
議員　九州自然歩道を観光資源として活かせる
よう、看板等の整備を隣接市町村と協議すべきで
は。
担当課　現在、現地の標示はかなり劣化している
ものもあり、案内としては見にくい状況である。担
当間で話し合う機会がないので、前向きに検討し
たい。

水道・ケーブルテレビの
料金値上げはあるのか？
議員　災害により水道施設の損傷もあり、
今後の水道料金に影響はあるのか。
担当課　維持補修等にも費用がかかって
いる。31年度に経営計画を立てる中で、維
持補修や更新にかかる費用を積み上げ、料
金を検討していきたい。
議員　ケーブルテレビ審議会で、ここ数年
担当課から値上げの必要性について説明
を受けているが、現状は。
担当課　ケーブル敷設から10年経過し、更
新には数億単位の費用がかかる見込み。
今のうちから受益者負担を考える必要が
あることから、31年度に検討すべきと考え
ている。

誰もが来やすい
子育て支援センターを！
議員　子育て世代包括支援センターはど
こに設置されるのか。
担当課　３１年度は保健福祉課内に併設
し、子育て世代が気軽に来られる体制づく
りを考える。

質
疑
あ
れ
こ
れ

宝珠山方面を運行中のマイクロバ
スを耐用年数の経過により買い
替え予定。

宝珠山方面を運行中のマイクロバ
スを耐用年数の経過により買い
替え予定。

宝珠山方面を運行中のマイクロバ
スを耐用年数の経過により買い
替え予定。

スクールバス
買い替え

スクールバス
買い替え

907万円
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道
路
・
河
川
・
橋
梁
災
害
復
旧
事
業
工
事
箇
所
（
村
工
事
）

平
成
3
1
年
3
月
末
現
在

掲
載

箇
所

に
つ

い
て

、
詳

し
く

は
こ

の
番

号
で

役
場

 災
害

対
策

室
7

2
-8

0
1
1（

公
共

災
）
ま

で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

工
事
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
？

復
旧

へ
の
道
の
り
（
公
共
災
）

図
の
赤
枠
は
今
回
新
た
に

完
成
し
た
箇
所
で
す
。

前
回
完
成
し
た
箇
所
は
表

か
ら
削
除
し
て
い
ま
す
。
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キ
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共
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（
上
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井
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 サ
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バ

ル
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第
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（

上
福

井
）

湯
の

谷
 公

共
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鼓
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）

湯
の

谷
 公
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災
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3
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9
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鼓
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竹
の

上
 公

共
災

第
3

6
6

号
（

竹
）

竹
の

上
 公

共
災

第
3

6
6

号
（

竹
）
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  工
事
完
了

　
　
  発
注
済

　
　
  未
発
注

　
　
  未
施
工（
国
庫
補
助
対
象
外
）

　
　
  工
事
完
了

　
　
  発
注
済

　
　
  未
発
注

　
　
  未
施
工（
国
庫
補
助
対
象
外
）

工
事
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
？

復
旧

へ
の
道
の
り
（
農
災
）

平
成
3
1
年
3
月
末
現
在

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
箇
所
（
村
工
事
）

自
力

復
旧

な
ど

に
よ

り
、

既
に

完
了

し
た

農
地

も
あ

り
ま

す
が

、
現

在
完

了
箇

所
は

精
査

中
で

す
。

掲
載

箇
所

に
つ

い
て

、
詳

し
く

は
こ

の
番

号
で

役
場

 災
害

対
策

室
7

2
-8

0
13

（
農

災
）ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ

さ
い

。

図
の
赤
枠
は
今
回
新
た
に
完
成
し

た
箇
所
で
す
。前
回
完
成
し
た
箇
所

は
表
か
ら
削
除
し
て
い
ま
す
。

復
旧
を
急
い
で
い
る
方
は
左
記
の

自
力
復
旧
補
助
等
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

未
施
工

※
図

面
は

農
地

を
示

し
て

い
ま

す
。

農
地

自
力

復
旧

事
業

補
助

金
農

家
自

ら
が

農
地

を
復

旧
す

る
費

用
に

対
す

る
補

助
。

 H
3

1
.1

月
よ

り
補

助
率

改
定

【
補

助
率

】
村

：
8

0
％

、
個

人
：

2
0

％

【
補

助
対

象
経

費
】

事
業

費
5

万
円

以
上

農
業

用
水

関
連

自
力

復
旧

補
助

個
人

で
整

備
し

た
用

水
関

連
施

設
の

災
害

に
つ

い

て
、

施
設

の
機

能
回

復
の

た
め

自
力

で
復

旧
す

る

費
用

を
村

が
補

助
す

る
も

の
。

【
補

助
率

】
村

：
8

0
％

、
個

人
：

2
0

％

　
　

　
　

（
た

だ
し

、
補

助
金

上
限

額
4

0
万

円
）

農
地

復
旧

関
連

横
断

工
作

物
復

旧
事

業

国
庫

の
補

助
対

象
に

な
ら

な
い

個
人

も
し

く
は

受

益
団

体
が

共
同

で
整

備
し

た
農

地
へ

渡
る

た
め

の

橋
等

を
復

旧
す

る
た

め
に

必
要

な
費

用
を

村
が

補

助
す

る
も

の
。

【
補

助
率

】
村

：
7

5
％

、
個

人
：

2
5

％

　
　

　
　

（
た

だ
し

、
補

助
金

上
限

額
2

2
5

万
円

）

共
同

利
用

施
設

災
害

（
鳥

獣
侵

入
防

止
柵

【
金

網
フ

ェ
ン

ス
】

）

自
力

復
旧

事
業

国
の

補
助

を
受

け
村

が
整

備
し

た
金

網
フ

ェ
ン

ス
の

復
旧

を
農

業
者

団
体

の
負

担
に

よ
り

工
事

を
行

う
も

の
に

対
し

、
村

が
補

助
す

る
も

の
。

【
補

助
率

】
村

：
8

0
％

、
農

業
者

団
体

：
2

0
％

　
　

　
　

（
た

だ
し

、
補

助
金

上
限

額
4

0
万

円
）

【
補

助
対

象
の

下
限

額
】

工
事

費
５

万
円

以
上



第１回臨時会(２月)議決結果一覧表

専決処分の承認を求めることについて
（大肥川河川災害復旧工事契約変更・横井川河川災害復旧工事契約変更） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承

認

賛成：○　反対：●　欠：－

議 案 一 覧
区　

分

補
正
予
算

そ
の
他

契　

約

審
議
結
果

○　○　○　○　○　○　○　○　○
工事請負契約の締結について
（岩屋駅前橋道路災害復旧工事・竹布川河川災害復旧工事・宝珠山川
河川災害復旧工事①・宝珠山川河川災害復旧工事②）

可
決

専決処分の承認を求めることについて
（杷木・宝珠山線道路災害復旧工事契約変更） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承

認

専決処分の承認を求めることについて（損害賠償） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承
認

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

専決処分の承認を求めることについて
（平成30年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第6号））

承
認 ○　○　○　○　○　○　○　○　○

第２回定例会(３月)議決結果一覧表

議 案 一 覧
区　

分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

平成30年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第7号）について ○　○　○　●　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

補
正
予
算

当
初
予
算

選
任
発
議

そ
の
他

条 

例

規
約
契
約

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決
東峰村合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部を改正
する条例の制定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減
及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について

可
決

工事請負契約の締結について（古城原川河川災害復旧工事） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成31年度東峰村一般会計歳入歳出予算について可
決

平成31年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について可
決

平成31年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について可
決

平成31年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について可
決

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合等公平委員会委員の選任について（2名） ○　○　○　○　○　○　○　○　○同
意

天皇陛下御即位30年を祝す賀詞について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

村道路線の変更について（宝珠山停車場線） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

東峰村ほたる館の指定管理者の指定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成30年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第3号）について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成30年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第3号）
について

可
決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○

○　○　○　●　○　○　○　○　○

（一括採決）

予算審査特別委員会議決結果一覧表

議 案 一 覧
区　

分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

佐
々
木
紀
嘉

賛成：○　反対：●　欠：－

当
初
予
算

平成31年度東峰村一般会計歳入歳出予算について ○　○　○　●　○　○　○　○　○可
決

平成31年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成31年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

平成31年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

議
員　
平
成
３１
年
度
の
新
規
採
用
職

員
試
験
が
実
施
さ
れ
た
が
、
採
用
状

況
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
職
員
採
用
試
験
は
、一
般

事
務
職
３
名
、土
木
技
術
職
１
名
を

募
集
。
７
名
の
受
験
が
あ
り
、一
般

職
を
３
名
採
用
し
た
。
土
木
職
は
、
応

募
が
な
か
っ
た
。

議
員　
村
内
か
ら
の
応
募
は
あ
っ
た

の
か
。

村
長　
村
内
か
ら
は
、
２
名
の
応
募

が
あ
っ
た
。

議
員　
土
木
技
術
職
の
任
期
付
職
員

５
名
の
募
集
目
的
は
何
か
。

村
長　
将
来
、
地
方
自
治
体
等
の
職

員
派
遣
が
な
く
な
る
こ
と
や
、
コ
ン

サ
ル
か
ら
の
業
務
委
託
で
の
雇
用
は

人
件
費
が
高
額
で
あ
る
の
で
、
任
期

付
職
員
で
対
応
し
、
人
件
費
を
軽
減

す
る
た
め
。

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

議
員　

３０
年
度
の
災
害
工
事
に
お
い

て
、事
業
入
札・完
成
見
込
み
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　

年
度
末
完
成
見
込

み
と
し
て
は
、公
共
災
は
48
件
で
42
％

・
農
災
は
14
件
で
７
％
・
林
道
災
は

52
件
で
70
％
・
水
道
災
は
９
件
75
％
。

議
員　

災
害
復
旧
工
事
の
完
了
見
込

み
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　

公
共
災
は
31
年
度

内
に
１
０
０
％
の
発
注
を
目
指
し
て

い
る
。農
災
は
福
岡
県
と
の
兼
合
い
が

あ
る
の
で
厳
し
い
状
況
と
推
測
し
て

い
る
。

 

１
．
伊

藤　

 

均  
 

議
員

　
　
新
規
採
用
職
員
の
採
用
状
況
は

 

２
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
駐
在
所
跡
が
駐
車
場
か
ら
店
舗
に
な
っ
た
経
緯
は

 

３
．
黒
川　

隆
康　

議
員

　
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
規
定
改
定
は
出
来
な
い
か

 

４
．
梶
原　

光
春　

議
員

　
　
県
災
害
工
事
の
未
発
注
箇
所
は

 

５
．
梶
原　

伯
夫　

議
員

　
　
道
の
駅
前
か
ら
皿
山
に
通
じ
る
村
道
の
拡
張
は

 

６
．
大
蔵　

久
徳　

議
員

　
　
今
後
の
森
林
管
理
の
あ
り
方
は

 

７
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
原
因
は

 

８
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
対
策
は

1112121313141415

新
規
採
用
職
員
の
採
用
状
況
は

総
務
課
長  

一
般
事
務
職
員
を
３
名
採
用
し
た

で
き
れ
ば
村
内
に
居
住
し
て
い

た
だ
き
た
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い
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議
員　

道
の
駅
前
の
村
道
と
民
有
地

の
境
界
が
違
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

ど
う
か
。

村
長 

問
題
点
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
る
の
で
、
改
修
工
事
等
で
解
消

し
て
い
く
。

議
員　

現
地
権
者
と
の
話
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　

村
と
現
地
権
者
双

方
で
地
籍
図
等
に
よ
り
問
題
点
を
確

認
し
て
い
る
。

議
員　

こ
の
よ
う
な
村
と
の
約
束
事

は
他
に
も
あ
る
と
聞
い
た
が
、
把
握

し
て
い
る
の
か
。

村
長 

即
答
は
難
し
い
が
、念
書
・
文

書
等
が
あ
れ
ば
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。最
近
で
は
、
必

ず
答
弁
書
を
返
し
て
い
る
。

議
員　
今
後
、旧
小
石
原
小
の
改
修
工

事
及
び
利
用
も
始
ま
る
の
で
、道
の
駅

前
か
ら
小
石
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、早

く
村
道
を
拡
張
で
き
な
い
か
。

村
長 

地
元
等
か
ら
も
要
望
が
出
て

い
る
の
で
、
通
称
一
本
杉
ま
で
の
拡
張

は
、将
来
的
に
は
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。だ
が
、も
う
少
し
時
間

は
か
か
る
。

総
務
課
長　
今
は
考
え
て
い
な
い
。足

り
な
い
と
き
は
、使
用
制
限
し
て
い
な

い
基
金
を
廃
止
し
、振
替
え
る
方
法
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

道
の
駅
前
か
ら
皿
山
に
通
じ
る
村
道
の
拡
張
は

村
長  

将
来
的
に
は
、
実
施
し
て
い
く

議
員　

県
工
事
の
未
発
注
箇
所
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
。

建
設
水
道
課
長　

大
肥
川
は
、
宝
珠

山
川
合
流
地
点
よ
り
下
流
域
と
喜
楽

来
館
の
上
下
流
域
、宝
珠
山
川
は
金
剛

野
橋
下
流
か
ら
岩
屋
橋
駅
前
付
近
ま

で
が
３１
年
度
以
降
発
注
予
定
。県
改
良

事
業
は
２９
年
度
か
ら
３３
年
度
ま
で
の

事
業
期
間
と
な
る
。

議
員　

河
川
と
隣
接
す
る
農
地
の
復

旧
工
事
の
事
業
期
間
は
。

災
害
対
策
室
長　

河
川
災
害
改
良
に

つ
い
て
は
５
年
間
と
な
る
の
で
、細
か

な
対
応
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

復
旧
工
事
費
用
の
財
源
確
保

は
大
丈
夫
か
。足
り
な
い
時
は
、村
債

を
発
行
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

県
災
害
工
事
の
未
発
注
箇
所
は

建
設
水
道
課
長  

31
年
度
以
降
発
注
予
定

伊王寺橋付近

駐
在
所
跡
が
駐
車
場
か
ら
店
舗
に
な
っ
た
経
緯
は

村
長  

店
舗
建
設
が
過
疎
債
対
策
事
業
に
な
る

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の
規
定
改
定
は
出
来
な
い
か

村
長   

見
直
し
を
指
示
し
て
い
る

議
員　
県
管
理
の
小
石
原
駐
在
所
を
村

が
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
動
機
は
。

村
長　

建
物
の
老
朽
化
等
も
あ
っ
た

が
、道
の
駅
駐
車
場
が
狭
く
、役
場
駐
車

場
と
の
動
線
を
良
く
す
る
発
想
で
あ
る
。

議
員　

駐
車
場
整
備
か
ら
店
舗
建
設

に
変
わ
っ
た
経
緯
は
。

村
長　
駐
車
場
整
備
だ
け
だ
と
村
単

独
の
事
業
だ
が
、
店
舗
建
設
も
あ
れ

ば
過
疎
対
策
事
業
に
な
り
、
村
の
負

担
が
減
る
。

議
員　

店
舗
建
設
前
に
利
用
計
画
が

あ
っ
た
の
か
。過
疎
事
業
と
な
る
の
で

行
っ
た
の
で
は
。

村
長　
あ
く
ま
で
も
道
の
駅
の
駐
車

場
拡
張
の
た
め
に
行
っ
た
。過
疎
事
業

と
な
る
か
ら
店
舗
を
建
て
た
わ
け
で

は
な
い
。

議
員　
建
設
さ
れ
た
店
舗
は
、完
成
し

て
か
ら
い
ま
だ
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
。

村
長　
テ
ナ
ン
ト
募
集
を
し
て
い
た
が

応
募
者
が
い
な
か
っ
た
。今
年
１
月
に

賃
貸
契
約
を
し
た
。

公
用
車
に
つ
い
て

議
員　
電
気
自
動
車
導
入
に
よ
り
、災

害
時
や
ポ
ン
プ
操
法
練
習
時
の
投
光

器
へ
の
電
気
供
給
に
お
い
て
、よ
り
静

か
な
環
境
と
な
る
の
で
は
。

村
長　
軽
自
動
車
の
バ
ン
等
が
多
く
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
か
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
で
な
い
と
、
難
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

議
員　
現
在
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は

年
間
９６
枚
を
支
給
し
て
い
る
が
、
全

て
使
い
切
る
人
は
何
名
か
。

保
健
福
祉
課
長　
昨
年
度
１
０
０
％

使
用
者
は
１
名
、
９０
％
以
上
の
使
用

者
は
５
名
。

議
員　

利
用
率
が
非
常
に
低
い
。
そ

の
原
因
は
利
用
規
定
に
あ
る
と
思
う
。

年
間
の
使
用
枚
数
は
変
え
ず
に
自
由

に
使
え
る
枚
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

村
長　
５
０
０
円
券
を
年
間
１
２
０

枚
配
布
す
る
よ
う
見
直
し
を
指
示
し

て
い
る
。
一
度
に
使
う
と
そ
の
後
な

く
な
る
の
で
半
年
ご
と
に
６０
枚
の
助

成
を
行
え
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い

る
。４
月
１
日
か
ら
実
施
し
た
い
。

西
鉄
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

議
員　

高
齢
者
の
方
々
が
買
い
物
等

で
西
鉄
バ
ス
を
利
用
し
た
時
、
到
着

し
て
発
車
ま
で
の
時
間
が
短
い
た
め

に
大
変
不
便
で
あ
る
。
発
着
時
間
の

見
直
し
は
出
来
な
い
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

様
々
な
考
え
方
が

あ
る
中
、
現
実
的
に
は
各
時
刻
で
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。
調
整
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

梶原 伯夫 議 員

道の駅前から皿山方面

こ
こ
が
広
く
な
れ
ば
民
陶
祭

時
の
通
り
が
よ
く
な
る
だ
ろ

う
な
ぁ

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
し
、
高

齢
者
が
よ
り
外
出
し
や
す
い

環
境
を

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

一
日
も
早
い
河
川
復
旧
を
望

み
ま
す

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

軽
バ
ン
型
の
電
気
自
動
車
も

あ
り
ま
す
よ

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い
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今
後
の
作
業
道
等
の
工
法
を

検
討
し
て
ほ
し
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

子
ど
も
に
は
愛
情
を
も
っ
て

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員　

家
庭
の
中
に
入
り
、
子
ど
も

の
虐
待
等
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
困
難
で
あ
る
。し
か
し
、幼
い
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、一
歩
も

二
歩
も
踏
み
込
ん
だ
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
現
在
、朝
の
健
康
観
察
で
担

任
の
先
生
が
子
ど
も
の
様
子
を
確
認

し
て
い
る
の
で
、今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
。

際
に
、
状
況
を
ご
存
じ
の
皆
さ
ん
か

ら
心
配
し
て
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。」、と
。

　
「
ま
さ
か
、
店
が
壊
れ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
大
行
司
駅
舎

の
匙
加
減
は
そ
の
時
か
ら
時
間
が
止

ま
っ
て
い
ま
す
。」と
井
上
さ
ん
は
語

ら
れ
ま
し
た
。

場
所
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
前

の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
に
。
食

事
は
以
前
と
同
じ
く
要
予
約
だ

そ
う
で
す
。

議
員　
子
ど
も
た
ち
へ
の
虐
待
の
ニ
ュ

ー
ス
を
多
く
耳
に
す
る
。本
村
に
お
い

て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
は
思

う
が
、今
ま
で
に
村
内
で
こ
の
よ
う
な

事
案
は
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長　

各
家
庭
や
子
供
た
ち
と
の

連
絡
を
取
っ
て
い
る
が
、虐
待
と
い
う

事
実
は
報
告
を
受
け
て
い
な
い
。

議
員　
こ
の
よ
う
な
事
案
が
起
き
た

と
き
の
対
策
は
。

教
育
長　
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
と
相
談
で
き
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。親
子
が
憩
え
る
場
所
や
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
組
織
づ
く
り
等
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

保
健
福
祉
課
長　
妊
娠
期
や
出
産
後

の
家
庭
訪
問
や
乳
幼
児
健
診
に
て
、

養
育
環
境
の
把
握
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
子
育
て
相
談
や
母
子
の
健
康
相

談
等
で
、
不
安
の
軽
減
や
解
消
に
努

め
て
い
る
。

幼
い
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
対
策
は

教
育
長  

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く

今
後
の
森
林
管
理
の
あ
り
方
は

村
長  

県
・
林
野
庁
と
調
整
し
て
進
め
る

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
原
因
は

村
長   

発
信
力
や
定
住
の
た
め
の
住
宅
が
不
足

議
員　
人
口
維
持
に
は
０
か
ら
４
歳

の
人
口
を
保
つ
こ
と
が
必
要
。
２０
代

前
半
の
男
女
、
３０
代
前
半
の
夫
婦
と

４
歳
以
下
の
子
ど
も
家
族
、
６０
代
の

夫
婦
の
３
パ
タ
ー
ン
で
４
組
ず
つ
毎

年
定
住
が
進
め
ば
人
口
維
持
で
き
る
。

大
字
単
位
で
考
え
れ
ば
１
組
ず
つ
に

な
る
。
移
住
定
住
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
及

び
目
標
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

村
長　
大
字
単
位
で
考
え
る
の
は
い

い
ア
イ
デ
ア
。
資
料
の
人
口
統
計
な

ど
も
ま
ず
勉
強
し
て
、
総
合
戦
略
で

真
剣
に
考
え
て
い
く
。

子
育
て
環
境
に
つ
い
て

議
員　

核
家
族
化
や
移
住
者
の
増
加

な
ど
村
の
子
育
て
世
帯
の
環
境
が
変

化
し
て
い
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
村
へ
と
変
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

村
長　

地
域
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て

子
育
て
を
す
る
考
え
は
重
要
。
平
成

３１
年
度
に
は
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
の

策
定
が
あ
る
の
で
十
分
議
論
す
る
。

議
員　
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
等
の
法
定
外

予
防
接
種
や
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
へ
の
助
成
を
検
討
で
き

な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

接
種
後
の
補
償
問

題
も
あ
る
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

聴
覚
検
査
は
費
用
の
一
部
助
成
を
検

討
す
る
。

大蔵 久徳 議 員

行
司（
宝
珠
山
）の
喫
茶
・
匙

加
減（
さ
じ
か
げ
ん
）に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
豪
雨
で
、
当
時
営
業
し

て
い
た
大
行
司
駅
舎
が
被
害
に
遭
い
、

昨
年
５
月
に
自
宅
を
改
装
し
、
再
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
当
時
、店
主
の
井
上
佳
子(

よ

し
こ)

さ
ん
は
お
客
さ
ん
を
見
送
っ

た
後
店
を
閉
め
、午
後
２
時
く
ら
い

に
自
宅
に
帰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
お
店
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
何

も
知
ら
ず
に
翌
日
避
難
所
に
行
っ
た

大
ギ
カ
イ
飯め  

し

〜
飲
食
店
か
ら

　
見
え
て
く
る
ム
ラ
①
〜

に
向
け
て
村
と
し
て
何
を
や
っ
て
き
た

か
。

農
林
観
光
課
長　

県
の
説
明
会
が
２

回
ほ
ど
あ
っ
た
が
、ま
だ
準
備
段
階
で

あ
り
、ど
う
い
っ
た
方
法
で
進
め
て
い

く
か
の
説
明
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

※

森
林
経
営
管
理
制
度

　

林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
と
森
林

資
源
の
適
正
な
管
理
の
両
立
を
図
る
新

た
な
制
度
。

林道被災箇所

議
員　
九
大
の
災
害
復
旧
支
援
団
か

ら
、森
林
管
理
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。こ
れ
を
受

け
て
の
考
え
は
。

村
長　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
は
、森

林
ま
た
は
林
道
、作
業
道
が
要
因
と
な

っ
た
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
森
林
管
理
は
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
が
、問
題
は
実
施
に
向
け

て
村
単
独
で
は
で
き
な
い
こ
と
。県
あ

る
い
は
林
野
庁
と
調
整
を
図
り
進
め
て

い
く
。

議
員　

林
道
災
は
発
注
が
１
０
０
％

終
わ
っ
て
い
る
が
、排
水
に
配
慮
し
た

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

災
害
対
策
室
長　
災
害
対
策
に
つ
い
て

は
原
型
復
旧
が
基
本
で
あ
り
、復
旧
す

る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
よ
り
も
排
水
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

今
年
の
４
月
か
ら
森
林
経
営

管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、そ
れ

※

2010・2015年国勢調査より推計

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て

る
制
度
づ
く
り
を
！

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

店内の様子とランチの一部



 

新
元
号
も
発
表
さ
れ
５
月
か
ら
令
和

の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
新
天
皇
御
即
位

が
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

入
学
式
も
終
わ
り
、
新
一
年
生
が
登

校
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
進
学
や

就
職
等
で
新
し
い
生
活
を
始
め
ら
れ
た

方
達
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
も
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
に
モ
ニ
タ

ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
議
会
へ
の
ご
意

見
や
要
望
等
を
、
活
用
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
長
澤 

貞
義
）

議
会
広
報
特
別
委
員

　

委
員
長　
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「議会ウォッチ！！」
皆さんに

議会広報モニター制度が始まります

　広く村民から意見や提案を聴き、よりわかりやす
く、より親しまれる内容の充実を期するため、議
会広報モニター制度を設けます。任期は1年間で、
4回ある議会広報発行後にモニターの皆さまに「議
会ウォッチ」のご意見・ご感想をお聴きし、次回号
発行の参考にさせていただきます。また、年に1度
広報委員と懇談の場を設け、ざっくばらんに日頃議
会だよりに感じていることなどをお聴きすることを
考えております。選考方法等は以下のとおりです。

もっともっと

選考については、年齢・性別・地区別等を考慮し、無作為抽出で選定させていただきます。

対象となる方は （1）東峰村内に住所を有し、年齢が満16歳以上の方

　　　　　　　（2）東峰村職員でない方　等　　　　　　

任期は1年間とし、

モニター定数は14名以内を予定しています。

皆さまのご協力よろしくお願いいたします。

東峰村議会広報モニターについてのお願い 2019年度より開始！

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
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